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東北大学病院がんセンター
先進包括的がん医療推進室

このたび東北大学病院（がんセンター）に先進包括的がん医療推進室が設 

立されました。本推進室を東北大学病院に設置することで、臨床試験や遺伝 

子診断などの最新の診断技術の提供、患者会・がん相談・緩和医療・在宅医 

療のネットワークの体制を全県下に整備することを目的としています。これは 

厚生労働省補助金による宮城県の地域医療再生計画による事業です。

先進包括的がん医療推進室

室長 森 隆弘

以下のように､本推進室の事業には「がん診療」に関連する臨床科や基礎研究分野のみならず、東北がんプ 

ロフェッショナル養成推進プラン、地域医療連携センター、がん診療相談室などと有機的に連携し事業を進める 

必要があります。今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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がん医療の充実を目指し 
活動に取り組んでまいり 
ます。今後ともどうかご理 
解ご支援のほど、よろしく 
お願い申し上げます。

推進室一同

●講演会
今後、栗原市と登米市にて４回に渡り講演会を開催する予定です。
第1回目のテーマ「緩和医療」
栗原市
講師 今野文博先生（大崎市民病院外科）

宮下光令先生（東北大学大学院医学系研究科教授）
日時：平成25年2月7日(木)18:30～
場所：エポカ21
登米市
講師 日下潔先生（石巻赤十字病院緩和医療科）
日時：平成25年3月8日(金)18:30～
場所：ホテルニューグランヴィア
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がんに関わる専門医療職の育成に関しては、 
東北がんプロフェッショナル養成推進プランと連 
携協力します。専門医療職を育成し充実させる 
ことにより、全県下に標準的がん医療を普及す 
ることを目指します。

１．拠点病院空白２次医療圏の解消へ１．拠点病院空白２次医療圏の解消へ

３．地域がん診療拠点病院とのネットワーク形成３．地域がん診療拠点病院とのネットワーク形成

４．患者会との連携強化とがん医療相談室の充実、緩和医療の充実と在宅医療の推進４．患者会との連携強化とがん医療相談室の充実、緩和医療の充実と在宅医療の推進

患者会支援 １
患者様同士が互いの悩みを共有 

し、支え合うことのできる患者会を 
後押しします
・宮城県内の患者会の情報提供
・患者会立ち上げ・運営・継続支援
・宮城県患者・家族の集いの実施

がん相談室 あ
患者様の相談を担うがん相談 

室と専門職スタッフを応援します
・宮城県内のがん相談室の情報
提供

・県内のがん相談支援センターや
地域連携センター等との連携

緩和ケア あ
からだやこころの苦痛をやわらげ 

る緩和ケアの提供を支援します
・宮城県内の緩和ケアの情報提供
・地域緩和ケアネットワーク未整備
地域への支援

・緩和ケアにかかわる専門職
スタッフ支援

専門医療人の人材交流 ｓ

勉強会の開催、人材派遣などを積極的に支援し拠点病院と中核的病院間の人材交流を促進させます。これ 
により、拠点病院における専門的がん医療の知識を地域中核病院に伝搬します。患者会、がん相談、在宅緩 
和医療などの担当者とも交流を行い、がん患者を多目的に支援するための連携を構築します。

地域がん診療拠点病院とのネットワーク形成 ｓ

宮城県は7つの二次医療圏（気仙沼、登米、栗原、石巻、大崎、仙台、仙 
南）に分かれており、がん診療拠点病院（以下拠点病院）が7つ指定されてい 
ます。これらの拠点病院のうち5病院は仙台医療圏に、残りは石巻医療圏、 
大崎医療圏にそれぞれ1病院ずつとその配置には偏りがあります。その他4 
つの2次医療圏（気仙沼、登米、栗原、仙南）には拠点病院がありません。こ 
れらの拠点病院空白二次医療圏と、拠点病院とのネットワークを強化するこ 
とで、空白2次医療圏の患者さんにも拠点病院で行われている専門的がん医 
療を受けやすくすることを目指しています。

臨床研究

clinical

臨床研究

clinical
臨床試験臨床試験 治験

連載企画！

仙台市 堀内宏子一患者として切実に感じたこと

先進包括的がん医療推進室の目的のひとつに「臨床試験の推進」がありますが、そもそも「臨床試験」につ 
いて、皆さんはご存知でしょうか？分かるような分からないような・・・という方が多いのではないでしょうか。ここ 
では臨床試験についての説明を連載していきますのでので、少しでも興味を持っていただけたら嬉しいです。

今回は臨床試験を含む臨床研究の枠組みについて説明したいと思います。臨床研究の大きな枠の中に臨 
床試験、さらにその中に治験が含まれています（図参照）。それぞれの内容とその一例を書いてみました。

さん

引き続き、次号では臨床試験の意義について説明する予定ですが、今回の説明でご質問などがありましたら 
お知らせください。次号でお答えいたします。

先進がん治療法の開発と全県域への普及、そのための 
臨床試験の推進・普及のためのネットワーク作りを行いま 
す。

２．先進医学（分子診断技術・臨床試験）の提供２．先進医学（分子診断技術・臨床試験）の提供

地域中核病院間のキャンサーボードの開催 ｚ

キャンサーボードとは、内科、外科、放射線科、臨床腫瘍医、病理診断医 
など立場の異なる専門職種が集まり、一人のがん患者さんに対して最も適 
切な治療方針について意見を交換し、検討する会議です。キャンサーボー 
ドの定期的開催は拠点病院の指定要件となっています。しかし、すべての 
地域中核病院にすべての専門家が常駐しているわけではありません。そこ 
で、拠点病院とのオンラインのネットワーク構築などの方法を用いて、地域 
中核病院でも他職種で検討することが出来るようなキャンサーボードのシ 
ステムを整備します。
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